
令 和 ２ 年 １ ２ 月 ７ 日

中 部 地 方 整 備 局 

名 古 屋 港 湾 事 務 所 

名古屋港は総取扱貨物量、輸出額、貿易黒字額が日本一の港湾であり、中部地方のもの 

づくり産業を物流面から支えています。 

  ３０年間名古屋港で活躍してきた港湾業務艇「翔龍(しょうりゅう)」が退任し、１２月から新たな

「翔龍」が就航します。 

今般、マスコミ関係者の皆様を対象として、新「翔龍」により名古屋の状況を見学して頂く 

機会を下記のとおり設けましたので、お知らせします。 

記 

１． 日 時；令和２年１２月２１日（月） １３：３０～１６：００ 

２． 場 所；名古屋港湾事務所集合；所在地・アクセスは別紙‐1 のとおり。 

３． 内 容；①．名古屋港見学会（マスコミ関係者対象） 

②．港湾業務艇「翔龍」が果たす役割の紹介 

【スケジュール】；見学ルートは別紙－１とおり。 

・港内見学（1 回目） 13:30 出航 14:30 帰港（1 時間）

・説明会（※） 14:30～15:00（30 分） 

・港内見学（2 回目） 15:00 出航 16:00 帰港（1 時間）

※「説明会」は１回目と２回目の合同開催で自由聴講です。

旧「翔龍」の果たした役割、新「翔龍」が果たす役割などを紹介します。

【参考】 

港湾業務艇「翔龍」の果たす役割及び特徴は別紙‐２のとおり。 

○配布先  中部地方整備局記者クラブ、中部専門記者会、名古屋港記者クラブ、港湾新聞社、 

港湾空港タイムス、日本海事新聞社、海事プレス、マリタイムデーリーニュース   

○問合せ先  国土交通省 中部地方整備局 名古屋港湾事務所

副所長 板生 考司（いたお たかし）又は海洋環境・防災課長 伊藤 正人（いとう まさと） 

Tel ０５２－６５１－６７９１ Fax ０５２－６５１－３８０１ 

※写真の提供希望の場合もお知らせください。

日本一のみなと・名古屋港を支える新たな船が完成しました！ 

～港湾業務艇による「名古屋港見学会」を開催します～ 



※ 申し込み方法：以下にご記入の上、FAXにてお申し込みください。

○会社名及び部署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   会　社　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   部　署　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○取　　材　　者    ※全員分の氏名・役職を記入願います。

   代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   役　 　　職：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

     【同行者】

   　　　氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   　　　役　職：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

     【同行者】

   　　　氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   　　　役　職：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○見学会希望   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※希望される時間・回を○印の記入をお願いします。

　・第１回（１３：３０～１４：３０）希望

○連　　絡　　先    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 電話番号 ：　　　　　

 ＦＡＸ番号 ：　　

 

      　　　　

     

○送　　付　　先 

     　　　　　　　　　　名古屋港湾事務所　名古屋港事務所 

               　　　   FAX番号：　０５２－６５１－３８０１　

取　材　申　込　書

　申込締切り：　令和２年１２月１６日（水）
１７：００必着

  ※代表者の連絡先を記入願います。
（気象・海象条件から「名古屋港見学会」が中止の場合、２１日　１０：００頃ご連絡します）

国土交通省　中部地方整備局名古屋港湾事務所　海洋環境・防災課
緊急確保航路係長　伊藤　広高　宛

　・第１回希望、第２回でも可

　・第２回希望、第１回でも可

　・第２回（１５：００～１６：００）希望

 
①．出港前に受付を行います。出港の１０分前までに名古屋港湾事務所までお越し願います。 

②．新型コロナウイルス感染症予防対策のため、見学会は２回に分けて開催する事と致します。     

なお、１回の乗船者数は最大６名とします。 

③．当日の気象・海象条件により、中止する場合があります。                          

（参加申し込みされた代表者の方に２１日１０：００にご連絡します） 

 



別紙－1 

■名古屋港内見学ルート 

ガーデンふ頭

飛島ふ頭

弥富ふ頭

鍋田ふ頭 東海元浜ふ頭

新宝ふ頭

潮見ふ頭

大江ふ頭

ポートアイランド

金城ふ頭

北浜ふ頭

昭和ふ頭

船見ふ頭

港内見学（１回目）
１３：３０出港

港内見学（２回目）
１５：００出港

 

国土地理院地図 電子国土web（http://mapps.gsi.go.jp）を基に中部地方整備局名古屋港湾事務所作成 



 別紙－2 

■港湾業務艇「翔龍（しょうりゅう）」の果たす役割 

港湾工事・調査の監督業務、港湾施設等の点検・調査、災害時の伊勢湾緊急確保航路の啓開（測量、 

情報収集・発信）、「白龍」の活動支援及び港内見学など多様な業務を行っています。 

 

 

■港湾業務艇 新「翔龍」の特徴         

 

 

海洋環境船「白龍」活動支援（伊勢湾内に流れ 

込んだ大量の流木等漂流物の状況把握） 

港湾施設等の点検・調査 

（旧港湾業務艇「翔龍」） 

港湾施設等の点検・調査 


